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これまで， 県内の繊維業界の商品の多様化に対応するために， 顔料定着や絹繊維の摩擦によって起こる繊維の

損傷（ スレ）の抑制を目的とした樹脂加工処理について検討してきた。 その中でCNFの添加により樹脂が強化さ

れ， これらの処理効果が向上することがわかったが， 湿潤摩擦堅牢度でその効果が得られないことと洗浄への耐

久性について課題が残っていた。 今回， この課題について検討した結果， カチオン系処理剤を使用することによ

り， これらの性能が改善することがわかった。
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県内の繊維業界の商品の多様化に対応するために， これ

までに摩擦堅牢度が低いとされる顔料染色のバインダ ー処

理や絹繊維の摩擦によって起こる繊維の損傷（ スレ）の抑

制を目的とした樹脂加工処理の検討の中で，CNF（セルロ ー

スナノファイバ ー）の添加により樹脂が強化され処理効果

が向上することがわかった 1） 。 しかしながら， 乾燥摩擦堅

牢度は向上するものの湿潤摩擦堅牢度において効果が得ら

れないことと洗浄への耐久性には課題が残っていた。 また

CNFのみを繊維表面に付着させる表面処理により特性が変

化することが報告されているが＼洗浄に対する耐性につ

いては解決しておらず， 今回その解決方法について併せて

検討した。 なお樹脂加工した製品はクリー ニング溶剤は使

用できないことから， 洗浄は水系で行うことになるため，

実用においては水系の洗浄への耐性が必要となる。

CNFの耐水性付与については， 熱処理とカチオン系薬剤

処理を検討した。 セルロ ースの疎水化については， 200℃

以下の加熱や；）～S)
' カチオン系の物質を吸着させる方法な

どが報告されており6)7）， 今回CNFを利用した繊維加工への

応用について検討した。

近年の大島紬業界においては県内の植物や鉱物など使用

した地域性やスト ーリー性がある製品の需要が高まってお

り， 今回は鹿児島県産の粘土を顔料として用いた。 また，

大島紬は緻密な絣を作るための締め加工は通常16反の同じ

柄の製品が製造されているが， その一 部が在庫となること

もあり，様々な用途への利用が求められる。しかしながら，

大島紬に使用される糸は他の織物より撚りが少なく， スレ

に弱いことが用途の幅を狭めるために， 和装以外の用途に
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も使用するためにはスレ抑制処理が必要である。

また， 本県では県内産の竹を原料にしたCNFが製造され

ているが， 竹害の改善や地域資源の活用につなげるための

新規用途開発として， 県内産の竹CNFを利用した繊維加工

についても取り組んだ。

本研究では， CNFを利用した樹脂加工 （ 県内産粘土を顔

料とした色のバインダ ー処理および大島紬生地を対象とし

たスレ抑制処理）について水系の洗浄に対する耐性の向上

について検討した。 またその結果を元に， 新たな繊維加工

やCNFの利用方法につなげることを目的として， CNFのみを

使用した加工への応用について検討した。

2. 実験方法

2. 1 顔料染色の摩擦堅牢度向上処理

2. 1. 1 顔料染色サンプル

染色堅牢度用添付白布絹（ 14目付相当）を顔料染色しサン

プルを作成して用いた。

顔料染色の方法は以下のとおりである。

(1) p G処理剤 （（株）田中直染料店）を繊維重量の10%

溶液に調整した液に20分浸漬させ， 水洗後に脱水し，

乾燥させ前処理を行った。

(2)顔料 （ 鹿児島県産有色粘土 （黄色））を繊維重量の

2％分散液に浸漬し， 顔料を吸着させた。

(3)ネオバインダ ー （（ 有）三木染料店／アクリル系樹脂

剤）を2%, CNF （ 中越パルプ工業（株）製）を0. 2％の

濃度で調整した液に30分浸漬した。

(4)絞り度 （ 吸水した繊維重量／乾燥した繊維重量x

100)が200％になるようにロ ー ラ ー で絞り， 95℃で乾

燥後， 135℃で5分間， 樹脂の硬化を行った。










